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はじめに

　アメリカ合衆国では k−12（幼稚園年長～高校３年）までの公的教育は義務であり、スクール　

ディストリクト（学区）と呼ばれる地域区分がある。これは幼稚園から高等学校までを運営するた

めに作られた区分であり、日本における児童・生徒の居住地を限定した学校の地域区分と同じであ

る。アメリカでは地域ごとに教育制度や学校制度が異なり、始業日、終業日、休校日、年間授業時

間、教科書、進級学年の区切り、カリキュラムの内容、飛び級など各州の裁量により制度が異なる

ため、教育レベルや方針が異なる。義務教育が始まる年齢は、州により５～７歳（９月２日に５歳）

と開きがある上、学年の区切り日が日本のように全国一律４月１日ではなく、ミズーリ州の８月１

日から、コネチカット州の１月１日まで、５カ月もの開きがある１）。就学前教育は３～５歳である
２）。アメリカの幼児・小学校教育は、読み書き、計算の他、自分の意見を表現する力を養うことを

重視している。日常生活において園児・児童は、自分の意見を持ち、それを表現し、お互いの意見

を尊重することが求められる。教諭は個々の能力に合わせた教育を行い、子どもの持っている個性

を尊重しながら学ぶ力を引き出したりきっかけを提供したりすることで、子どもが興味を持った事

について自ら深く学ぶ為のサポートを行う。

　アメリカの初等教育は、「覚えて記憶力を問う」ものではなく、「可能性を外に引き出し伸ばすも

の」であり、自分の得た知識を活用し何ができるかが問われ、考えさせるものである。この「考え

る力」が育つことにより自立心を促すことが教育と考えられている。この方法は幼稚園から高校ま

で一貫している。
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　現在、わが国では、幼児教育と小学校教育の円滑な接続が求められている。今回紹介するアメリ

カにおける幼稚園と小学校のカリキュラム接続の１つの事例は、わが国でのカリキュラム接続を検

討していくための参考になると考えられる。

研究の背景と目的

　アメリカの就学前教育と小学校教育における音楽教育プログラムの１例として、ボストン・ケン

ブリッジ市に所在する私立一貫校の一つである BB＆ N（バッキンガム・ブラウン＆ニコルズ・ス

クール）の、幼稚園年中から小学６年の音楽活動カリキュラムを紹介する。学校では、学年は B

（Beginners幼稚園年中）、K（Kindergarten幼稚園年長）、G1（Grade One小学１年）から G6（Grade 

Six小学６年）と表記する。LS（ローワースクール　低学年）は BKG1、G2～ G4、G5、G6の三カ

所のビルがあり、それぞれ専用の図書館を有する。Bは２クラス共に担任２名ずつに加え専門の教

諭（学習専門家、読解専門家、音楽、体育、語学、芸術、図書司書）11名で構成される。Kは上記に

加え科学の教諭を含む13名、G1は２クラス各担任１名と上記の専門の教諭に算数の教諭を加えた12

名の教諭が在籍する。G2は２クラス各担任１名に専門の教諭を加えた合計11名、G3は２クラス担任

計３名に専門の教諭を加えた合計12名。図書司書、読解専門家に代わりアカデミックサポートスペ

シャリスト（教育支援専門家）が加わる。G4は２クラス担任計３名に専門の教諭を加えた合計16名

にフランス語とテクノロジーが加わる。G5は２クラス各担任２名に専門の教諭を加えた合計15名に

劇（ドラマ）が加わる。G6は３クラス担任３名に専門の教諭を加えた15名でアカデミックサポート

スペシャリスト（教育支援専門家）はない。各学年の授業時間は30、35、40、45、90分など授業内

容により臨機応変に対応している。音楽教諭は B、K、G1一人と G2から G6一人の合計２名である。

　生徒と教諭の比率はアメリカ全国平均13対１に対し BB＆ Nは6.7対１である。１学年の生徒数は、

B−30人、K ～ G5−40人、G6−62人で76の国から集う。授業時間は Bから G6まで全員朝８時から

15時（月、火、木、金曜日）、水曜日のみ８時から14時の週５日制である。

　筆者はボストンに在住中、BB＆ Nにて B、K、G1の音楽教諭を務めた。G2の音楽教諭と密に連携

を取り、情報の共有や教材・アイデアを提供しあっていた。その経験の中でカリキュラムや教諭独

自の授業展開、連続性、系統性、発展性を踏まえ実践を行ってきた。音楽だけにとどまらず、全て

の科目に明確な目的と内容が学年ごとに示されている。本稿では、Bから G6までの接続と連携の様

相を音楽カリキュラムを通して紹介する。

方　法

１． 調査の対象：BB＆ N（バッキンガム・ブラウン＆ニコルズ・スクール）の、幼稚園年中から小

学校６年までの2020年～2021年のカリキュラム。

２． 紹介する内容：カリキュラムの中から、音楽活動の目的と音楽を特徴付ける要素及び仕組みに
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関する部分を抽出し、和訳して紹介する。

各学年における音楽活動の目的・内容・方法

　Bは毎週モールスビルディング内の音楽室で音楽のクラスに参加する。主な目的はグループでの

音楽活動と探索を通じ、音楽体験を楽しむことである。また、教室内での空間移動や空間認識、音

楽のアイデアを身体表現で表したり、スタイルの違う様々な音・音楽や言葉等を聴いたり、ピッチ

の有る、無しの打楽器演奏の探索や、歌を通じた音楽体験に焦点を当てる。活動全体の目的は、生

徒が様々な方法を用いて探索し、音楽のアイデアを通し他の人とコミュニケーションを取り、伝え

る事である。

　Kは、毎週クラス半分のグループごとに音楽のクラスに参加する。活動の中心は歌う、動く、聴

く、楽器を演奏する事と、これらを基礎とした即興演奏による音楽創作活動である。Kは、音楽を

通した環境への配慮、多様性、共感などを社会的責任の課題とし取り上げ、音楽の役割を探る。全

体を通しての目的は、生徒が様々な方法を用いて自分の音楽のアイデアを探索し、他の人に伝える

事である。

　G1はクラス全員と、クラスの半数ずつで毎週２回音楽のクラスに参加する。歌による子どもたち

の音楽体験を中心に、動く、聴く、楽器を演奏することを通じてメロディーやリズムを創作する。

更に１年生のカリキュラムでは積極傾聴、表現力豊かな動き、独自の作曲、音楽形式の理解に焦点

をあてたミュージカルの物語への取り組みが行われる。全体を通しての目的は、生徒が様々な方法

を用いて自分や他の生徒が創った音楽を伝える事である。

　G2は G1と同様に、クラス全員と、クラスの半数ずつで毎週２回音楽のクラスに参加する。音楽活

動は歌う、動く、聴く、楽器を演奏するなどの音楽体験を中心に行う。生徒たちは作曲の過程、独

自の作品、グループ課題に取り組み、それらを解釈し音楽作品を作成する。全体を通しての目的は、

生徒が様々な方法を用いて自分が創った音楽を他の生徒に伝え、他の生徒が創った音楽を聴く事で

ある。

　G3はリコーダーと今まで使用していなかったオルフ楽器や打楽器を使い練習、即興演奏、創作音

楽を上演する。表１に示されている音楽の要素は様々な音楽ジャンル曲の多様なレパートリーを通

し探求される。生徒は様々なスタイルの音楽知識を広げるため傾聴演習に従事し、レパートリーの

歴史的背景や文脈的側面を探求する。

　G4は自分の声や様々な種類のドラム・その他の打楽器を使用して練習し、即興演奏、創作音楽を

上演する。表１に示されている音楽の要素は、様々な先住民及び口頭の伝統に基づく音楽ジャンル

を強調しながら多様な曲の特性を通し探求される。生徒は様々な音楽ジャンルの知識を広げるため

の傾聴演習を行い、レパートリーの歴史的背景を詳しく理解する。

　G5は自分の声やウクレレを使用して、練習、即興演奏、創作音楽を行う。表１に示されている全

ての音楽の要素は、歌曲や様々なスタイルのウクレレ演奏に基づく音楽ジャンルを強調しながら、
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多様な曲の特性を通して活用される。ウクレレはメロディク、ハーモニック、コード伴奏ベースの

楽器として演奏される。生徒は様々な音楽スタイルの知識を広げるため傾聴演習を行い、レパート

リーの歴史的背景を詳しく理解する。

　G6は自分の声や midiキーボード、及びデジタルソフトウエア・サウンドトラップを使用し練習、

即興演奏、創作音楽を行う。生徒はクラッシック音楽だけではなく様々なスタイルの音楽知識を広

げるため傾聴演習を行い、レパートリーの歴史的背景や文脈的側面を詳しく理解する。生徒は世界

中の様々な人気のある電子音楽ジャンルを聴き、自分の感性を刺激し作曲を行う。

表１　音楽の要素と活動（音名は英語表記とする）

Ｂ：幼稚園年中　Ｋ：幼稚園年長　Ｇ1～Ｇ6：小学１年～６年

リズム
（律動）

メロディー
（旋律）

ハーモニー
（和声）

フォーム
（形式） 表現力 音色

Ｂ

・ 動 き や ボ デ ィ ー
パーカッションを
通して拍を体験す
る

・ ピッチ（音高・音
程）のない打楽器
を演奏する

・ 様々な旋律を動く
活動を通し経験す
る

・ 創作されたリズミ
カ ル な 音 を 歌 う

（スキャット）

・高低を区別する
・ 限られた音域内で

歌うだけでなく上
行／下行を経験す
る

・ ボーカルトーンの
生成を探索する

・ グループで曲のレ
パートリーを発展
させる

・ 歌って曲を創作す
る方法を探る

・ ピッチのある楽器
を探索する

・ 調性の違いを
体験する

・ 楽器伴奏付き
の歌唱／チャ
ント（唱え）

・ 同じ／異なる
体験

・ ゲーム、動き、
楽器演奏を通
し た 歌 の パ
ターンを体験
する

・空間を探索する
・ テ ン ポ、 ダ イ ナ

ミックなコントラ
スト（対比）、音
色のコントラスト
を体験する

・ ピッチのないパー
カッションの技法
を体験する

・ 物語、韻、詩に添
える動きや音楽を
創作する

・ ピッチのないパー
カッションを特
定する

・ 声の質を区別す
る（話 す ／ 歌
う／ささやく／
叫ぶ）

・ ダイナミックス
を 示 す（大 音
量／静音）

Ｋ

・ 動きと楽器演奏を
通して拍を示す

・ 録音した音楽に合
うピッチのある楽
器とピッチのない
楽器でリズムを創
作する

・ 記号を用いてリズ
ムパターンを記す

・ 動きを通してメロ
ディーの形を体験
する

・ 教室にある楽器で
メロディーを即興
演奏する

・ 旋律の形を紙に書
き留め、旋律の形
とジェスチャーを
読み取る

・ 木琴／鉄琴／グロッ
ケンシュピールな
どの楽器を探索す
る

・ 調性の違いを
体験する

・ 先生が伴奏す
る オ ス テ ィ
ナ ー ト（執 拗
音 型・ 反 復 ）
と 一 緒 に 歌
う／チャント

・ フ レ ー ズ（旋
律の一区切り）
を体験する

・ ABAB の パ
ターンを体験
する

・ 基 本 的 な パ
ターンにした
がって作曲を
編成する

・ ピッチ、拍、リズ
ム、速度、強弱に
関連した動きから
空間を通して探索
する

・ 経 験 − 速 度、 強
弱、音色のコント
ラスト -クラスの
テーマに関連する
グローバルな音楽

・ ピッチのない打楽
器の技術向上

・ 日用品やリサイ
クルされた材料
を調査し音質の
説明をする

・ 打楽器だけでな
くオーケストラ
で演奏される楽
器にも精通する

Ｇ
１

・ 拍をタ、ティティ
として識別する

・ 音と沈黙を区別す
る

・ 沈黙を休符と特定
する

・ 生徒が聞こえた音
や自ら生み出す音
楽の中に存在する
リズムの質を分析
し説明する

・ 動き、記譜された
記号、手のジェス
チャーなどを通し
旋律の形を示す

・ 幅広い音域のピッ
チで歌を歌う

・ グロッケンシュピー
ルでペンタトニッ
ク音階を演奏する

・ ピッチのある楽器
でメロディーを即
興演奏する

・ 適 切 な 枹（バ
チ）の技術向
上

・ 木の音板で単
純な和音を実
演する

・ オスティナー
トを体験する

・ フレーズを特
定する

・ 音楽の始まり
を識別する

・ 繰り返し記号
を特定する

・ 基本的な音楽
形 式（ABA、
ロンド、バリ
エ ー シ ョ ン、
呼びかけと答
えを識別する

表現力に関する音
楽の要素と活動は
無い

・ 物 語、 歌、 詩 に
添える適切な音
色を選択する

・ ピッチのない打
楽 器（木 製 ／ 金
属／皮などの素
材）を分類する

・ ピッチのある打
楽器を分類する
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Ｇ
２

・ ２分音符、全音符、
４分音符、８分音
符、休符等の実演

・ 拍子記号を認識す
る

　（２、３、４拍子）
・ ボディーパーカッ

ションを体験する

・ メロディーの輪郭
を実演する

・ 適切な声楽技術の
実演

・ ピッチのある楽器で
独自のメロディー
を即興・作曲する

・ リ コ ー ダ ー で Ｂ
（シ）-A（ラ）- Ｇ
（ソ）のメロディー
を読譜、記譜する

・ 適切なバチの
技術を発展さ
せる

・ オスティナー
ト と 簡 単 な
コードを実演
する

・ 長調／短調を
体験する

・ 輪唱で歌を歌
う

・ フレーズを実
演する

・ コーダ、繰り
返 し、ABC形
式、 ロ ン ド、
バリエーショ
ン、呼びかけ
と答え、を特
定する

・ 小節線、二重
線、調を特定
する

表現力に関する音
楽の要素と活動は
無い

・ オーケストラ楽
器の種類を特定
する

・ 世界中の様々な
楽器に精通する

・ 特定の枠組の中
で音、リズムを
取り混ぜた様々
なスタイルを用
い、グループで
オリジナル曲を
作曲する

リズム ピッチ
（音程）

メロディーと
ハーモニー

フォームと
作曲 表情 強弱 速度 音色

Ｇ
３

・ 様々な拍子で
拍を示す

・ 読譜、記譜を
識別する -

　２/４
　３/４
　４/４
　６/８
　コモンタイム
　４/４=C
　カットタイム
　２/２=￠-

　 ４ 分 音 符、
８ 分 音 符、
２ 分 音 符、
付 点 ２ 分 音
符、全音符、
と休符

・ ２年生でのリ
ズム表現方法
から、カウン
トベースのリ
ズミカルな読
譜への移行

・ ト 音 記 号 の
読譜と記譜

・ 適切なリコー
ダーテクニッ
クを用い、音
符を読 み 練
習し 演 奏 す
る

　 -G（ソ）
　 A（ラ）
　 B（シ）
　 C（高いド）
　 D（高いレ）
　 D（レ）
　 E（ミ）
　 F（ファ）
　 （任意）：C（ド）、
　 F#（ファ #）、
　 E（高いミ）、

・ ソ ル フ ェ ー
ジ ュ を 利 用
し て ト 音 記
号 の 音 符 と
長 音 階 を 特
定する

・ メ ロ デ ィ ー
パ タ ー ン を
作 成 し 即 興
で演奏する

・ 基 本 的 な
ハ ー モ ニ ー
と 楽 器 伴 奏
を学ぶ

・ 適 切 な 技 術
を 使 い、 声
や 教 室 内 に
あ る 様 々 な
楽 器 を 用
い て 芸 術 的
な 旋 律 の フ
レ ー ズ を 示
す

・ 様々な音楽
形 式 を 識
別、 認 識、
創作する：
ソナタ、ロ
ンド、テー
マ と バ リ
エ ー シ ョ
ン、コーラ
スと詩、呼
びかけと答
え、輪唱／
カノン、オ
スティナー
ト

・ 作曲と即興
を多種類の
楽器用に編
曲する

・音楽を作る
・ 繰 り 返 し、

D.C ／ D.S、
アルフィー
ネ ／ ア ル
コ ー ダ、
フェルマー
タを特定す
る

・ レガートや
スラー、ス
タッカート
や ア ク セ
ントなどの
様々な表情
を特定し演
奏する

・ 様々な音楽
の強弱を特
定し認識し
演奏する

　 - フ ォ ル
テ、 ピ ア
ノ、 フ ォ
ル テ ィ シ
モ、 ピ ア
ニッシモ、
メ ゾ フ ォ
ル テ、 メ
ゾ ピ ア ノ
- ク レ ッ
シェンド、
デ ク レ ッ
シェンド、
リ タ ル ダ
ンド

・ 様々な音楽
の速度を特
定し認識し
演奏する

　 - ア レ グ
ロ、アンダ
ン テ、 ア
ダージョ、
モ デ ラ ー
ト、 レ ン
ト - ア ッ
チ エ レ ラ
ンド、ディ
ミ ニ ュ エ
ンド

・ 西ヨーロッ
パの古典的
な楽器の分
類を特定す
る た め に、
見て聴いて
話 し 合 う

（金管楽器、
木 管 楽 器、
打楽器、弦
楽器）

リズム メロディーと
ハーモニー

フォームと
作曲 表情、強弱、速度 音色

Ｇ
４

シンコペーション、
ポ リ リ ズ ム、 オ ス
ティナート、呼びか
けと答え、即興など
のリズミカルな概念
を探る
・ ３年生で学んだ拍

子記号とリズム構
築の概念を聴き実
演し特定する

　-拍子記号12/８
　 -16分 音 符、 ８ 分

音符と16分音符の
バリエーション

・ ト音記号、長調／短調／
メジャーペンタトニック
音階などソルフェージュ
を利用して特定する

・ 二部または三部構成の声
楽曲と多様な楽器伴奏を
学ぶ

・ 適切な技術を使い、声や
教室内にある様々な楽器
を用いて芸術的な旋律の
フレーズを示す

・ ソルフェージュを利用し
てト音記号で記した調と、
メロディーの一節を読譜
し特定する

・様々な歌を学ぶ

・ 複数パートの
声楽曲と器楽
曲を聴き識別
し学び演奏す
る

・ 作曲と即興を
多種類の楽器
用に編曲する

・ G3で学んだ形式や音楽の表情、
強弱、速度を継続して学び、
音楽文学も模索し理解する

・ 生徒は傾聴演習、記憶指導、
音楽への直感、探求された分
類の即興的な側面に焦点を当
てる

・ 西ヨーロッパの
古典的な楽器の
分類を特定する
ために、見て聴
いて話し合う（金
管楽器、木管楽
器、 打 楽 器、 弦
楽器）
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リズム メロディーとハーモニー フォームと作曲 音色

Ｇ
５

・ ウクレレ演奏における
強い拍と細分化の感覚
でかき鳴らす事を学ぶ

・ ウクレレ演奏における
様々な拍駆動及びシン
コペーションのリズミ
カ ル な か き 鳴 ら し パ
ターンを学ぶ

・ ウクレレに弱音器を締
め付け、固定したり取
り外す事を学ぶ

・ ウクレレの適切なテクニックと二部構成のボー
カルレパートリーを用い発声する

・ 適切なテクニックと芸術的なフレージングを用
いてウクレレのメロディック／ハーモニックフ
レーズを学び、実演し即興演奏する

・様々な長調・短調の曲で読譜を学び、演奏する
・ ウクレレを用い、長調、短調、＋７、＋９、サ

スペンションコードなどを探究する
・ ウクレレを用い様々な和声進行を長調、短調で

探究する

・ 多構成の声楽曲や楽曲
を聴き、識別し、学び、
演奏する

・ 声楽曲とウクレレを用
い歌詞、メロディク／
和声進行を創作し即興
演奏する

・ 西ヨーロッパの
古典的な楽器の
分類を特定する
ために見て聴い
て 話 し 合 う（金
管楽器、木管楽
器、 打 楽 器、 弦
楽器）

リズム メロディーと
ハーモニー

フォームと作
曲 音色 コーラス／ミュー

ジカル オーケストラ

Ｇ
６

・ G 3 ～ G 5 で
探 究 さ れ た
様 々 な リ ズ
ム の 要 素 を
確認する

・ ミ デ ィ キ ー
ボードのサウ
ンドトラップ
を使用しメロ
ディーと和声
のフレーズを
創作する

・ 長調、短調を
用い創造的な
曲を作曲する

・ ミ デ ィ キ ー
ボードを使用
し、長調、短
調の和声進行
を理解する

・ 傾聴し識別
し学び、多
構成の声楽
曲と楽曲へ
の電子作品
を創作する

・ 西ヨーロッパ
の古典的な楽
器の分類を特
定するため見
て聴いて話し
合う（金管楽
器、木管楽器、
打楽器、弦楽
器）

・ サ ウ ン ド ト
ラップの作曲
における電子
音の様々な組
み合わせを探
る

・ G5、G6全 て の 生
徒は、ブリックビ
ルディングで行わ
れる合唱アンサン
ブルに参加する

・ 生徒は12月に上演
されるウインター
コンサートで演奏
を行う

・ G6は 春 に ミ ュ ー
ジカル作品を上演
するため、演劇の
先生と一緒に１月
の初めからリハー
サルを行う

・ LSオーケストラで楽器を学ぶ生
徒は、ソロ（独奏）の練習や個人
レッスンとは異なる貴重な体験を
提供される。生徒は、オーケスト
ラで演奏するように招待され、奨
励されている

・ 学校の伝統行事の一つであるオー
ケストラで演奏することは、私た
ちのコミュニティにおける、多く
の重要な役割を果たしている

・ オーケストラのリハーサルは授業
開始前、金曜日の朝に行う。そし
て LSコンサートや指定された集
会で演奏する。

結果と考察

　表１は音楽を特徴付ける要素とその要素に関わる活動を学年ごとに示したものである。日本の幼

児教育では、ねらいや内容が学年別に表示されておらず、ねらいや内容は「音楽に親しみ、歌を

歌ったり、簡単なリズム楽器を使ったりする楽しさを味わう（幼稚園教育要領）」と、心情や態度の

育成に焦点を当てた方向目標であり、具体的に何を育てるのか、経験させたい活動とはどのような

ものかがはっきりしない。そのこともあり、統一された指導計画や具体的なカリキュラムは存在し

ない。一方で、小学校では、小学校学習指導要領において、教科、学年ごとの目標・内容が示され、

教材としての教科書が準備されている。目標や内容も、たとえば小学校１年生で「創意工夫を生か

した表現で歌うために必要な発声、言葉の発音、身体の使い方などの技能を身につける」など、知

識、技能の習得を目指した具体的な達成目標が設定されている。そのため、領域「表現」から科目

「音楽」への連続性、系統性、発展性を見つける事は容易ではない。強いて言えば、幼児期に様々な

音を感じたり気付くことで感性を育み、歌ったり楽器を使う楽しさを育て、これを土台にして小学

校の音楽教育が展開されるということになる。これに対して BB＆ Nでは、音楽教諭が B（日本の

幼稚園年中組に相当する）から小学校まで連続して授業を行うため、個々の技量やアイデアに沿っ

た授業を展開する事が可能となる。教材は固定しておらず、多様性を重視し、グローバルな言語を

用い世界各国の歌や曲、楽器を教材として取り扱い、音楽だけにとどまらず総合的な授業展開が行
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われる。固定教材がないことで、ねらいを達成するために様々な方法を用いながら音楽を楽しみ習

得していくことが可能となる。教諭は音楽要素の分類や教育内容の展開について工夫し、生徒が音

楽理論を理解しながら復習を繰り返す事で習得度の確認を行っている。教育活動の充実を図るため、

Bから G6までの８年間の連続性を考慮し、発達に即した豊かな学びや経験が得られる事で自分に自

信を持つことが出来るようになる。生徒は一斉に同じ音楽活動を行うのではなく、即興演奏や創作

活動が音楽基礎を学ぶと同時並行で行われ、自分の思いや作品を発表し相手に伝えるという目的を

達成する事が可能となる。この表現活動を多角的にアプローチすることにより、表現したい自分の

思いが具体的になり、表現の深まりへと繋がっていく。音楽は目に見えない抽象的なものである。３

つの音楽教育法（ジャック＝ダルクローズ、コダーイ、オルフ）の総合的なアプローチを効果的に

組み合わせることにより、創作性、動き、器楽練習、記譜、読譜を学習する事で、思考力、集中力、

歌唱力、聴取力、読譜力などを無理なく段階的に身につけることが可能となる。音楽を通し豊かな

感受性を育むことは、想像力をふくらませ創造性を養う事にも繋がる。

　日本では小学１年で鍵盤ハーモニカ、３年でリコーダーの楽器練習を行うが、BB＆ Nでは G3で

リコーダー、G5でウクレレ楽器練習を行う。教室での席の配置は教諭と生徒が対面で向き合うので

はなく、お互いの様子や息づかいが伝わり、全体が見合えるように円形で座る。楽器練習の向上・

上達のため、音楽の宿題は G3−週２回10分のキーボード練習、G4−週４回10分以上のリコーダー練

習と週２回15分以上のキーボード練習が他の課題と共に課せられている。宿題の責任は保護者が持

ち、保護者に対して支援がなされる。園児・児童への評価は11月、３月の年に２回、保護者に子ど

もの学力の向上、教育の成果を報告する保護者面談が行われる。レポート評価は、到達度評価とし

て、何が達成出来たか、育ったかを具体的に肯定的な文章で綴られ、年に３回渡される。G6の２学

期より到達度を評価するグレード評価へと移行する。

　毎年12月と５月にはコーラスやオーケストラコンサートが保護者も招いて開催される。G2～ G6は

オーケストラの練習も任意で週に一度行なわれ、卒業式に演奏される。音楽は特殊なものではなく

勉強やスポーツと同じように日課に取り入れられ、いろいろな活動と交互に繰り返される。音楽教

諭は技術向上よりも人間的・文化的にバランスの良い教育が求められる。アメリカにおける音楽教

育は芸術文化の理解や、生涯にわたり音楽を愛好する信条を育成することに貢献している。

　日本で2018年から施行された幼稚園教育要領、保育所保育指針、認定こども園教育保育要領では、

幼児教育において、「知識・技能の基礎」、「思考力、判断力、表現力の基礎」、「学びに向かう力、人

間性」を育てることが明記された。また、幼児教育と小学校教育との連携・接続も重要な教育課題

の一つとなっている。このことから、アメリカの就学前教育と小学校教育における音楽教育プログ

ラムは、幼児教育のカリキュラムはどのようなものであったらよいか、どのように小学校教育につ

なげていくかを検討する上で貴重な示唆を与えてくれる。
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今後の課題

　アメリカと日本では、教育観や価値観、これまでの教育の積み重ねなどが異なることから、アメ

リカで行われている教育をそのまま日本の教育に置き換えることはできない。日本とアメリカ以外

の諸外国の音楽教育プログラムの実態も把握し、日本の幼児教育と小学校教育にとって適切な音楽

教育とはどのようなものか、両者をどのようにつなげていけばよいのかについて検討したい。
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